
吸放湿試験における調湿 

●吸放湿試験とは 

吸放湿試験とは温度一定の状態で相対湿度を変化させた時、その雰囲気にある材料の吸湿、放湿

を材料の重量変化で測定する試験です。重量変化は電子天びんを用いて測定しますが、この変化が

大きいほど吸放湿性が高いということになります。 

 

●試験時の湿度条件 

吸放湿試験では右表の通り、低湿、中湿、高湿

の 3条件で試験を実施します。まず試験材料の初

期状態を整えるため、温度一定の環境（@23℃）

で養生時の湿度条件で放置します。 

その後ステップ 1(吸湿過程)の相対湿度に 12

時間保持します。ステップ 1終了後、速やかにス

テップ 2(放湿過程)の相対湿度に 12 時間保持し

ます。各ステップでの重量変化を測定し吸放湿性

を評価します。（JIS A1470 を参照） 

 

●SRG 設置例 

 SRGでは低湿域から高湿域まで各湿度領域

の湿度を供給することができます。(湿度発

生範囲@23℃:0～100%RH) 右図のように SRG

より調湿空気を BOX 内に供給し試験環境を

調湿します。BOX 内の環境は温湿度測定器を

内部に設置し管理を行います。 

 

●SRG シリーズ仕様 

湿度発生方式：分流式 

湿度発生範囲：０～１００％RH 

温度設定範囲：＋５～＋４０℃ 

湿度再現性：±１％RH 

流量計：ローターメータ/マスフロー・コントローラー 

発生流量：１ or １０ or ２０L/min (いずれかを選択) 

 

測定する 

湿度領域 

養生時の 

湿度条件 

試験時の湿度条件 

ステップ 1 

(吸湿過程) 

ステップ 2 

(放湿過程) 

低湿域 30%RH 55%RH 30%RH 

中湿域 50%RH 75%RH 50%RH 

高湿域 70%RH 95%RH 70%RH 

※養生時、試験時の雰囲気温度は 23±0.5℃ 
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